
災害遺構保存のさきがけ 雲仙岳噴火災害遺構ツアー

（旧大野木場小学校、大野木場砂防みらい館）

雲仙岳火砕流の熱風により焼失した小学校。「悲劇を風化させず後世に残

したいとの思い」から保存された施設。併設する「大野木場砂防みらい館」に

は噴火当時の様子や砂防整備をパネル等で学ぶことが出来ます。

１）申し込み先 ：

住所 ： 長崎県島原市南下川尻町７－４ 国土交通省長崎河川国道事務所 砂防課

電話 ： ０９５７‐６４‐４１７１（代表） FAX ： ０９５７‐６３‐０９１４
２）申し込み方法 ：

①住所、②氏名、③連絡先電話番号、④希望見学日、⑤見学者人数（大人、子供）を記入のうえ、FAX

により、２週間前まで（ガイドが必要な場合）にお申し込み下さい。

３）その他

・お申し込みに当たりましては、いくつか留意点がありますので、まずはお電話でお問い合わせ下さい。

・ガイドの派遣も平日に限り可能です。（無料）

申し込み方法

・見学日：12月29日～1月3日除く9:00～16:30

・見学場所：長崎県南島原市

トンネル内掘削状況

トンネル坑口

焼失した旧大野木場小学校
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平成3年9月15日の大火砕流で、校舎と一緒に焼

けてしまったと考えられていた銀杏の木が、翌年、

緑の葉やたくさんの実をつけました。銀杏の木の生

命力の強さに感動した、寺井一通さんがこの出来事

を歌にしました。現在、大野木場小学校の第二校歌

として歌い継がれています。

旧大野木場小学校と大野木場砂防みらい館

砂防みらい館では平成噴火

時の迫力ある映像なども視聴

出来ます。
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